
次の発行は5月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

議会報告会を開催しました ▶ p.2

一般質問（13人が町政を問う） ▶ p.8

議会だよりモニターを募集します ▶ p.18

▶ 表紙写真に関する記事が14ページにあります。

議会だより
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未来へつなげよう！

ふれあい座談会

議会報告会を
開催しました

三芳町議会では、議会基本条例に基づき、平成21年度から

議会報告会を開催しています。今年度は10月26日に中央公民

館において開催しました。

平成30年度決算の状況の報告、各委員会からの活動報告の

あと質疑応答を行いました。その後３グループに分かれて、議

員を交えて意見交換会が行われました。

期　日：	10月26日
　中央公民館

内　容：①平成30年
度決算状況の報告

	 ②各委員会からの活
動報告

	 ③意見交換会

参加者：	13人

※10月25日に予定
していた藤久保公

民館

での開催は、台風に
よる大雨警報のため

中止になりました。

議
会
報
告
会
当
日
の
流
れ

閉
会

各
班
か
ら
の
発
表

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
員
と
参

加
者
が
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

意
見
交
換

　
質
疑
応
答

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会

　
平
成
30
年
度
決
算
審
議
状
況

議
会
活
動
の
報
告

開
会

9時半11時半 30分間50分間20分間

意見交換では各グ
ループに4人ずつ
議員が加わり、参
加者からの意見を
伺いました。

議会活動報告では、
資料に沿って説明
しました。

たくさんのご意見をお伺いす
ることができました。今後の
議会活動に生かしていきます。
ありがとうございました。

委員会 報　告

総務常任委員会 藤久保地域拠点施設基本構想についての協議
複合施設と公共交通についての視察

厚生文教常任委員会 町内小中学校の視察

議会広報広聴常任委員会 議会報告会の開催
議会だよりモニターの募集について

議会運営委員会 議会の運営、日程や委員会の構成などの協議
会議規則や条例等に関する事項の協議
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たくさんのご
意見を頂きあ

りがとう

ございました
。

中央公民館（
10月26日開

催）での

様子をご紹介
します。

主なご意見（抜粋）
◦ライフバスの本数が少なく使いづらい。公共交通対策は他市とも協力してやらなくてはい
けないのではないか。
◦防災無線が聞きづらかった。災害時の情報発信が必要では。
◦道路の整備が遅れている。通学路は片側だけでも歩道が欲しい。
◦歩道がなく、道路幅も狭い。交差点の隅切りなど、出来ることからやって欲しい。
◦高齢者の集まるところに若い方を呼んで、世代間交流を図ってはどうか。
◦今後学校ではコミュニティースクールがすすめられていくが、学校と保護者・地域の関係
がうまくいくことが大切。
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令
和
元
年
第
６
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
が
、
11
月
29

日
よ
り
12
月
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で

は
町
長
提
出
２
件
の
報
告
が
あ
り
、
17
件
の
議
案
（
う

ち
３
件
は
撤
回
後
再
上
程
）、
２
件
の
諮
問
は
す
べ
て

総
員
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
意
見
書
が
３
件
提
案
さ
れ
１
件
は

可
決
、
採
択
さ
れ
、
２
件
は
否
決
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

令和元年
第6回 定例会

（11月29日〜
12月17日）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

第
５
号
で
７
億
１
９
５
０
万

３
０
０
０
円
を
追
加
、
第
６
号
で

96
万
１
０
０
０
円
を
減
額
。
歳
入
歳
出

総
額
を
１
３
４
億
７
６
３
６
万

６
０
０
０
円
と
す
る
。

主
な
も
の

・
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

　
２
４
１
万
８
０
０
０
円

・�

庁
舎
地
下
１
階
空
調
機
更
新
工
事

２
０
２
万
４
０
０
０
円

・
交
通
安
全
施
設
整
備

１
３
０
０
万
円

・�

中
学
生
海
外
派
遣
事
業（
オ
ラ
ン
ダ
）

２
１
６
万
５
３
６
０
円

・�

（
仮
称
）
令
和
の
森
公
園
整
備
設
計

業
務
委
託
料

２
８
９
万
３
０
０
０
円

補

正

予

算

旧
清
掃
工
場
跡
地
を
石
坂
産
業
㈱
に

貸
し
付
け
ま
す 

◆ 

財
産
の
貸
し
付
け

　
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は
賃
借
地
を
利
用
し
、

新
た
に
温
浴
施
設
、
休
養
施
設
、
保
養
施
設
等
の
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

賃
借
物
件

・�
所
在
地

　
三
芳
町
大
字
上
富

　
１
５
８
２
番
地

・�

地
籍

　
事
業
用
地

　

�

１
万
３
９
６
７・７
０
平
方

メ
ー
ト
ル

借
地
の
期
間

・�

土
地
の
引
き
渡
し
の
あ
っ
た

日
か
ら
30
年
間

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

・�

準
備
工
事

　
令
和
２
年
１
月
〜
令
和
３
年
12
月

国
民
健
康
保
険
税
の
最
高
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、国
民
健
康
保
険
税（
医
療
分
）

の
最
高
限
度
額
が
「
54
万
円
」
か
ら
「
61
万
円
」
と
な
り

ま
す
。日本共産党

　この改正は国民健康保険税賦課限
度額の引き上げの改正である。所得

が 501 万円～ 600 万円の世帯から影響があり、程
なく限度額に達してしまう中間層にとって負担となる
値上げである。値上げにより制度の構造的問題の解決
を図ろうとすれば、いずれ制度自体が行き詰まる恐れ
がある。

42020 年２月１日　議会だより　みよし　No.175



◆
（
仮
称
）
令
和
の
森
公
園
整
備

計
画
始
ま
る

　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
周
辺
に
遊

歩
道
が
オ
ー
プ
ン
。
せ
せ
ら
ぎ
水
辺
整

備
工
事
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

・�

上
富
・
藤
久
保
平
地
林
整
備
業
務
委

託
料

３
５
６
万
円

・�

富
士
塚
土
地
区
画
整
理
事
業
清
算
金

３
３
２
４
万
７
０
０
０
円

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

期
末
手
当
と
職
員
給
与
を
引
き
上
げ
へ

◆
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・�

期
末
手
当
を
０・０
５
か
月
分
引
き
上
げ
る
。

◆
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・�

人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
給
与
と
諸
手

当
て
を
引
き
上
げ

る
。 日本共産党

　職員給与等の増
額は人事院勧告に

準拠して決められるもので賛成。
しかし特別職である町長、副町長
の期末手当の引き上げは、人事院
勧告に伴うものではない。この間
の消費税 10%への増税や公共料金
の値上げは、住民の大きな負担と
なっており町民の理解が得られる
とは思えない。

文
化
会
館
と
体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

◆ 
指
定
管
理
者
の
指
定

○
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

・�

指
定
管
理
者　
株
式
会
社
ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ジ
ネ
ス

・�

期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日

・�

契
約
金
額　
３
億
８
５
２
０
万
円
（
５
年
間
）

○�

総
合
体
育
館
・
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
竹
間
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
弓
道
場
・
多
目
的

広
場

・�

指
定
管
理
者　
セ
イ
カ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ
ー
ン

工
房
共
同
事
業
体

・�

期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日

・�

契
約
金
額

　

�

３
億
１
７
０
０
万
円
（
５
年
間
）

同意しました
任期満了に伴う委員の
選任について同意しま
した。

人権擁護委員

仲 野 忠 男 氏

鹿 島 武 雄 氏

給与改定率（諸手当含む）
行政職 技能労務職

改定前の
平均給与 359,488 円 365,494 円

改定後の
平均給与 359,916 円 365,494 円

改定額 428 円 0円
改定率 0.12% 0.00%
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三芳町第 5次総合計画

関連計画 住民

富士見都市計画区域
マスタープラン

（都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針　埼玉県）

施設の整備事業
市街地整備事業

開発・建築の規制・誘導

都市計画の実施
用途地域
地区計画
都市施設

都市計画の決定

三芳町
都市計画マスタープラン

適合

調整
整合

即す 適合

適合適合

反映

三芳町第５次総合計画後期基本計画及び
三芳町都市計画マスタープラン特別委員会

委員長
山口　正史

副委員長
吉村美津子本名　洋小松　伸介内藤美佐子細谷　光弘久保　健二鈴木　淳

都市計画マスタープランは、「市町村の都市計画に
関する基本的な方針」として定めるもので、市町村
の創意工夫により住民の意見を反映しながら策定す
る計画です。
町の最上位計画である総合計画に基づいて、その
都市基盤整備に関する部分を20年間という長期的視
野に立って策定します。
現在の都市計画マスタープランは平成12年に策定
され、今年度でその期限を迎えることから、次の20
年間の町の都市基盤整備の指針となる新しい都市計
画マスタープランが策定することになりました。

総合計画は、地方自治体の全ての計画
の基本となり、地域づくりの最上位に位
置づけられる計画です。
三芳町では、平成28年度から8年間の
総合計画として「未来につなぐ�ひと�まち�
みどり�誇れる町」を目指し、「三芳町第5
次総合計画」を新たな町づくりの指針と
して策定しています。
後半の4年間を迎える前に、社会情勢や
景気動向に合わせた計画とするために、
今回その見直しが行われました。

　
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た
「
三
芳
町
第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
と
「
三
芳
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
審
議
方
法
を
全
員
協
議
会
に
て
協

議
し
た
と
こ
ろ
、
三
芳
町
第
５
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
を
審
議
す
る
際
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た

と
い
う
経
緯
も
踏
ま
え
、
今
回
は
各
会
派
か
ら
２
名

の
代
表
者
を
出
し
て
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
方
が

良
い
と
の
結
論
に
至
り
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

町の都市計画に係わる事業は、最上位計画である「三芳町総合計画」に即して
策定される「三芳町都市計画マスタープラン」に適合する形で計画されています。
福祉・教育などに係わる事業も、同様に策定される「三芳町健康づくり推進計画」
や「三芳町教育振興基本計画」に適合するように計画され、実施される形となっ
ています。

特
別
委
員
会
設
置
の
経
緯

都市計画マスタープランとは？ 総合計画って何？
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三芳町第５次総合計画後期基本計画の審査経緯

三芳町都市計画マスタープランの審査経緯

　12月9日に開催された特別委員会内で委員から出た主
な質疑
・ �SDGs（三芳町も推進している「持続可能な開発目標」）
の説明は掲載しないのか
・�各施策の達成目標が変更されているが、当初の目標値
を維持するべきではないか
・�健康増進・保健医療の達成目標の項目について、前期
計画と全く変わってしまった理由は
・�保険・年金について、一般会計法定外繰入金については、
政策的に減らしていくということか
・�既存のバス路線の再編を進めるとあるが、現在中の路
線以外にも再編を進めていくのか
・�保存樹林の指定の目標値が前期計画の7.5ha から5ha
に変更されたがその理由は
　審査終了後の各委員での自由討議の結果、委員会とし
ての意見は以下のようにまとまりました。
1. 各政策に関する計画の達成目標の数値が現実的なもの
や理想・希望的なものが混在している。また、他の計
画に同様の達成目標が設定されている場合もその数値
と同期するか統一されていない。目標値の数値設定の
考え方を統一すべき。

2. 例えば不登校発生割合の目標値については、現状値が
前期計画よりも悪化しているにもかかわらず、令和5
年度の目標値が変わらず今後の施策も記載されていな

い。目標値を設定した施策は、今後の施策を明記すべき。
　採決の結果、「賛成多数」で原案どおり「可決すべき
もの」と決定いたしました。

　都市計画マスタープランの審査では、新しく導入した
「交通軸」に指定された町道幹線15号線について、今後
の整備対象の道路対象から記載漏れされているといった
正誤表では対応しきれないミスもあり、議案第58号とし
ての同プランは取下げ、修正点を直したものを議案第74
号として再上程することになりました。特別委員会も12
月10日の予定日だけでは終了できず、12月17日の最終
日に再上程された後、再度開催される運びとなりました。

　審査終了後の自由討議を経てまとまった委員会の意見
です。
1. 計画全体でまちづくりのビジョンが明確でなく、町の
都市計画の方向性が見えづらい。実現性のある計画と
したいという意図は理解できるが、現状の課題を解決
するための計画だけでなく、町の将来像がはっきり描
けるように整備計画の目標値を設定するなど、しっか
りとしたビジョンを設定し、施策を進めるべきである。

2. 今回の計画では、拠点と交通軸という考え方を導入し
たが、交通軸については各担当課でとらえ方が統一さ
れていないと感じた。また、設定された道路を交通軸
とするのであれば、道路拡幅や歩道整備等の交通安全
対策に関する計画が必要である。

　また、少数意見として
・�産業誘致地区の範囲や工業系土地利用の範囲は再検討
すべき
・�住宅系将来検討区域は都市農業や景観の観点から慎重
に検討する事
・�竹間沢・大井・勝瀬通り線を国道463号に接続する場
合は、住民の声を尊重し検討すること
・緑や景観の保全、緑化推進は計画どおりすすめること　
などがありました。
　採決の結果、「賛成多数」で原案どおり「可決すべきもの」
と決定いたしました。

日本共産党
　格差と貧困、孤立、地球温暖化によ
る災害の多発といった今日的課題に十

分対応した計画になっていない。企業誘致よりも現在
三芳町にある事業者や起業の支援。商店街の活性化や
空き家利用などで町の活性化を図ること。都市農業と
三富の景観を守ることを重視すべきであり反対する。

日本共産党
　浦和・所沢街道（国道 463 号）
から藤久保地域を通る竹間沢・大井・

勝瀬通り線の都市計画道路は、車の交通量が増える
ため問題である。畑地の通西区域の開発計画などよ
り優先すべきは、緑の保全や歩道・自転車道の整備、
町内小型循環バスの導入、福祉向上のまちづくりで
ある。

公明党
　後期基本計画策定において各項目に
SDGs の 17のアイコンがそれぞれの

課題に合わせ掲載された。
　これは、三芳町が誰一人取り残さないSDGsのまちづ
くりを今後しっかりと進めていくという力強い意思表示
ととらえることができる。その姿勢を評価し賛成とする。

賛
成
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問

大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
施
設

入
場
の
為
の
引
き
込
み
道
路
は
。

答

待
機
場
所
が
確
保
さ
れ
る

予
定
。
入
口
も
時
間
帯
で
閉
鎖

さ
れ
な
い
よ
う
協
議
中
だ
。

問

県
道
で
あ
る
接
道
の
幅
員

が
、
大
型
車
が
通
行
す
る
に
は

狭
い
。
拡
幅
で
き
な
い
か
。

答

現
在
拡
幅
の
整
備
計
画
は

な
い
が
、
拡
幅
を
望
む
声
が
あ

る
こ
と
を
県
へ
伝
え
る
。

健
や
か
な
子
供
の
成
長
を

問

令
和
２
年
10
月
よ
り
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
と
な
る
が
、
町
の
対
応
は
。

答

実
施
に
向
け
準
備
す
る
。

問

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
推
進
に
つ
い
て
、
入
院
費
だ

け
で
も
先
に
実
施
で
き
な
い

か
。答

先
ず
は
入
院
費
無
償
化
を

償
還
払
い
で
と
考
え
る
。

問

町
長
の
見
解
は
。

答

２
市
１
町
で
足
並
み
を
揃

え
、
同
時
に
実
施
し
た
い
。

問

公
共
工
事
が
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
少
な
く
、
年
度
末
に

集
中
す
る
こ
と
は
、
業
者
の
安

定
経
営
を
脅
か
し
て
い
る
。
工

期
の
平
準
化
が
必
要
で
は
。

答

本
町
の
平
準
化
は
数
値
的

に
は
効
果
を
確
認
し
て
い
る
。

問

債
務
負
担
行
為
の
積
極
的

な
活
用
で
年
度
を
ま
た
ぐ
工
期

で
発
注
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
。答

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
発
注
所
管
課
と
共
に
検
討

す
る
。

問

フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契
約
制

度
等
を
活
用
し
て
柔
軟
な
工
期

設
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

現
在
は
制
度
の
活
用
は
し

て
い
な
い
が
、
研
究
を
し
て
更

な
る
工
期
平
準
化
に
取
り
組

む
。

　
住
民
の
安
心
安
全
を

問

２
年
前
大
火
災
を
起
こ
し

た
流
通
倉
庫
が
再
建
工
事
中

だ
。
事
業
再
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。答

令
和
２
年
２
月
に
工
事
終

了
予
定
。
そ
の
後
事
業
再
開
。

問

周
辺
住
民
参
加
の
施
設
内

覧
会
が
開
催
で
き
な
い
か
。

答

再
開
発
の
相
談
時
点
か
ら

要
望
し
て
い
た
。
内
覧
会
は
３

月
ぐ
ら
い
に
な
る
と
思
う
。

工期平準化で工事担い手育成を！内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

文
化
財
に
つ
い
て

問

文
化
財
収
蔵
庫
の
借
り
上

げ
料
は
い
く
ら
か
。

答

平
成
22
年
よ
り
始
ま
り
令

和
元
年
度
は
年
間
３
３
９
万

円
。問

町
所
有
の
収
蔵
庫
設
置

は
。答

費
用
面
が
難
し
い
為
、
今

後
は
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
も
考
え
て
い
き
た

い
。問

文
化
財
を
小
学
校
に
配
置

し
授
業
等
で
活
用
し
て
は
。

答

文
化
財
の
保
存
、
学
習
で

活
用
、
地
域
交
流
で
活
用
と
３

つ
の
利
点
が
あ
る
と
感
じ
る
。

今
後
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問

経
済
、
家
庭
環
境
、
発
達

課
題
等
の
様
々
な
相
談
窓
口
を

一
つ
に
し
、
子
ど
も
や
家
庭
へ

の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
は
。

答

各
課
や
諸
機
関
と
調
整
を

取
り
つ
つ
、
他
の
先
進
事
例
も

町
に
取
り
入
れ
て
行
き
た
い
。

問

災
害
時
の
緊
急
情
報
を
伝

達
す
る
上
で
、
高
齢
の
方
や
一

人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
支
援
で
工

夫
し
て
い
る
こ
と
は
。

答

災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ

ラ
ン
と
し
て
、
町
の
回
覧
で
の

周
知
、
行
政
区
や
民
生
委
員
等

で
対
象
の
方
に
声
か
け
し
希
望

す
る
方
へ
の
支
援
を
し
て
い

る
。
現
在
１
５
７
０
名
が
登
録

さ
れ
56
名
の
方
の
個
別
計
画
を

策
定
中
で
あ
る
。

問

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答

サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
行
政
無
線

の
内
容
を
電
話
で
確
認
出
来
る

シ
ス
テ
ム
だ
が
、
更
な
る
周
知

の
た
め
に
工
夫
し
て
は
ど
う

か
。答

令
和
２
年
に
配
布
予
定
の

三
芳
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
広

報
へ
の
記
載
、
サ
ロ
ン
、
老
人

会
な
ど
人
の
集
ま
る
所
へ
出
向

い
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問

ペ
ッ
ト
の
家
族
化
が
進
む

状
況
の
中
、
避
難
所
へ
の
ペ
ッ

ト
が
同
行
避
難
で
き
る
環
境
作

り
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

今
後
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や

場
所
の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
協
議
し
、
出
来
る
だ

け
早
く
進
め
て
い
き
た
い
。

生命を守る更なる防災対策を！
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ
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答

上
富
地
区
で
は
一
部
の
住

宅
密
集
地
区
を
除
き
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
通
し
、
雨
水
管
等

で
処
理
し
て
い
る
。
下
水
道
事

業
の
経
営
面
か
ら
も
汚
水
管
を

併
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問

人
口
減
少
の
時
代
を
迎

え
、
上
富
地
区
は
過
疎
化
の
恐

れ
も
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も
敷

設
し
て
い
け
な
い
の
か
。

答

下
水
道
が
未
整
備
な
地
区

も
あ
る
の
で
、
地
域
の
状
況
や

整
備
の
時
期
を
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

町
内
に
は
多
福
寺
の
所
有

地
が
広
く
あ
る
が
、
町
が
公
園

用
地
な
ど
の
た
め
に
借
り
受
け

て
い
る
箇
所
は
あ
る
か
。

答

上
富
第
３
区
集
会
所
用
地

は
借
り
て
い
る
。（
仮
称
）
多

福
寺
森
の
公
園
は
検
討
を
し
た

が
、実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問

上
富
第
１
区
交
差
点
付
近

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前
は
大

雨
時
に
冠
水
し
、
通
行
で
き
な

く
な
る
が
対
策
は
。

答

周
辺
の
集
水
桝
の
蓋
に
ゴ

ミ
や
落
ち
葉
が
詰
ま
る
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も

台
風
や
大
雨
の
前
に
は
現
場
を

確
認
す
る
。

問

幹
線
10
号
線
に
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
や
安
全
ポ
ー
ル
と
い
っ

た
交
通
安
全
対
策
が
な
い
。
設

置
で
き
な
い
か
。

答

現
地
の
交
通
量
調
査
を

し
、
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
警
察

と
協
議
を
し
て
対
応
を
検
討
し

た
い
。

問

同
じ
く
幹
線
10
号
線
と
11

号
線
の
交
差
点
に
は
横
断
歩
道

も
な
く
危
険
だ
が
、
対
策
は
。

答

横
断
歩
道
の
設
置
は
警
察

が
行
う
。
今
後
必
要
性
を
含
め

警
察
と
協
議
す
る
。

問

旧
島
田
家
住
宅
脇
の
火
の

見
櫓
に
子
ど
も
た
ち
が
登
っ
て

危
険
。撤
去
も
含
め
た
対
策
は
。

答

火
の
見
櫓
は
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
危
険
除
去
の
た
め
、
ま

ず
は
登
れ
な
い
よ
う
対
策
を

し
、
今
後
は
地
域
の
方
や
関
係

各
所
と
検
討
を
し
た
い
。　

問

上
富
地
区
に
汚
水
の
下
水

本
管
が
な
い
。敷
設
の
予
定
は
。

上富地域にキメ細やかな政策を！落 合 信 夫
おち  あい   のぶ   お

輝 動 画

答

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
基
に
検
討
し
た
い
。

バ
ス
路
線
の
再
編
と
新
交

通
補
助
事
業

問

７
番
線
廃
線
の
申
請
は
。

答

新
路
線
は
令
和
２
年
５
月

を
メ
ド
に
準
備
。
７
番
線
は
10

月
中
旬
に
廃
線
の
申
請
を
し

た
。問

新
路
線
は
３
月
開
始
予
定

だ
っ
た
。
遅
れ
る
理
由
は
。

答

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
。

問

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
で
話

の
あ
っ
た
（
仮
称
）
元
気
お
出

か
け
応
援
事
業
（
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
補
助
事
業
）
は
令
和

２
年
４
月
か
ら
実
施
か
。

答

検
討
の
結
果
、
こ
の
事
業

は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

問

町
長
は
学
童
保
育
の
需
要

や
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

答

三
芳
町
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で

も
学
童
保
育
に
関
す
る
意
見
が

多
か
っ
た
。
終
わ
る
時
間
が
早

い
、
保
育
時
間
を
長
く
と
い
っ

た
要
望
が
あ
っ
た
。
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

問

小
一
の
壁
を
町
長
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答

お
迎
え
の
時
間
が
早
く
な

る
の
で
混
乱
を
来
し
て
い
る
。

自
治
体
で
出
来
る
こ
と
を
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

学
童
保
育
室
は
保
育
園
よ

り
も
お
迎
え
の
時
間
が
早
い

が
、
保
護
者
の
希
望
に
よ
り
同

等
と
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答

終
了
時
間
の
変
更
は
職
員

体
制
の
確
保
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、
町
全
体
の
課
題
と
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

お
迎
え
の
時
間
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
の
対
応
は
。

答

複
数
の
お
迎
え
の
手
段
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
連
絡
を
も
ら

い
、
お
迎
え
が
来
る
ま
で
複
数

の
職
員
が
残
り
対
応
し
保
育
を

行
っ
て
い
る
。

問

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の

た
め
更
な
る
公
の
支
援
が
必
要

で
は
。

女性が輝く社会づくりのために
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

危険除去対策が必要な火の見櫓
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き
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答

そ
の
額
は
出
せ
て
い
な
い
。

問

小
学
校
プ
ー
ル
の
設
置
を

検
討
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度

も
児
童
に
よ
る
民
間
プ
ー
ル
で

の
授
業
を
試
行
す
る
は
ず
だ

が
、
計
画
の
配
置
図
・
平
面
図

の
素
案
は
そ
の
前
に
策
定
す
る

と
の
こ
と
。
矛
盾
し
て
い
な
い

か
。答

事
業
者
側
か
ら
も
プ
ー
ル

利
用
に
問
題
は
な
い
と
の
返
事

を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
プ
ー
ル
を
設
置
し
な
い
方

向
で
計
画
を
立
て
る
。

問

プ
ー
ル
は
設
置
し
な
い
方

針
で
、
学
校
側
に
は
試
行
の
結

果
を
問
わ
ず
、
そ
の
方
針
に
従

わ
せ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答

低
学
年
児
は
プ
ー
ル
へ
の

移
動
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
試
行
す
る
。

問

本
業
の
傍
ら
、
地
域
の
安

心
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る
消
防

団
。
各
分
団
の
車
庫
は
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
町
の
車
庫
は

建
替
え
予
定
か
ら
改
修
に
変
更

さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答

財
政
面
、
建
替
え
に
必
要

な
場
所
、期
間
の
問
題
に
よ
る
。

問

消
防
団
の
活
動
環
境
充
実

の
た
め
に
、
改
修
を
建
替
え
に

戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答

建
替
え
・
更
新
・
改
修
と

い
っ
た
選
択
肢
の
中
で
今
回
は

改
修
と
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
で

き
る
だ
け
消
防
団
の
要
望
を
取

り
入
れ
た
改
修
に
す
る
が
、
建

替
え
は
や
は
り
難
し
い
。

藤
久
保
地
域
拠
点
の
複
合

化
に
つ
い
て

問

事
業
総
額
60
億
円
と
い
わ

れ
る
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基

本
計
画
策
定
に
入
っ
た
理
由

は
。答

き
っ
か
け
は
藤
久
保
小
学

校
が
更
新
時
期
を
迎
え
る
こ

と
。
た
だ
、
以
前
よ
り
庁
舎
内

で
周
辺
の
公
共
施
設
の
複
合
化

は
検
討
さ
れ
て
い
た
。

問

複
合
化
す
る
こ
と
に
よ
る

財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

複
合
化
に
よ
り
施
設
規
模

を
抑
え
ら
れ
る
等
、
維
持
管
理

費
用
を
抑
え
ら
れ
る
。

問

ど
の
程
度
費
用
を
削
減
で

未来の三芳町を考えた事業展開を
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

老朽化が進む消防団車庫（昭和 59 年築）

問

不
妊
対
策
の
検
討
状
況

は
。答

町
内
に
愛
護
団
体
が
な
く
、

県
が
進
め
る
事
業
実
施
が
困
難
。

ま
ず
は
団
体
の
設
立
を
進
め
る
。

商
工
業
の
発
展
に
つ
い
て

問

商
工
会
の
会
員
数
は
。

答

令
和
元
年
７
３
７
事
業
所
。

問

商
工
会
か
ら
町
へ
要
望

は
。答

経
営
者
向
け
の
経
営
支
援

の
中
で
就
業
規
則
の
導
入
支
援

の
要
望
が
あ
る
。
迅
速
な
情
報

取
得
が
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

問

町
内
企
業
へ
の
支
援
策

は
。答

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

制
度
、
小
口
融
資
斡
旋
や
不
況

対
策
融
資
斡
旋
制
度
が
あ
る
。

問

久
喜
市
は
小
規
模
事
業
者

に
販
路
開
拓
の
た
め
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。当
町
で
検
討
は
。

答

有
効
な
施
策
だ
が
財
政
の

課
題
も
あ
る
。
参
考
と
し
た
い
。

問

久
喜
市
は
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制

定
し
た
。当
町
も
検
討
し
て
は
。

答

策
定
に
向
け
研
究
し
た
い
。

問

犬
の
フ
ン
が
道
路
に
放
置

さ
れ
た
場
合
の
処
理
義
務
者

は
。答

不
法
投
棄
と
同
じ
取
扱
い

と
な
り
、
環
境
課
で
対
応
す
る
。

問

対
策
と
し
て
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
を
再
検
討
し
て

は
。答

環
境
美
化
推
進
委
員
に
賛

同
頂
き
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
。

問

フ
ン
放
置
被
害
の
多
い
箇

所
へ
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討

は
。答

通
行
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
も
あ
る
が
検
討
す
る
。

問

フ
ン
放
置
者
に
対
し
て
条

例
等
で
の
厳
罰
化
が
必
要
で

は
。答

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
訴
え

る
の
が
重
要
と
考
え
る
。
啓
発

強
化
等
を
中
心
に
進
め
て
い
く
。

問

違
法
行
為
で
あ
る
旨
を
強

く
訴
え
る
看
板
を
作
成
し
て

は
。答

そ
う
し
た
看
板
も
含
め
て
、

警
察
と
協
議
し
て
い
く
。

問

町
長
の
見
解
は
。

答

も
う
一
歩
対
策
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
町
と
し
て

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

動
物
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向

け
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
、
ど

う
ぶ
つ
愛
護
教
室
等
の
開
催
検

討
は
。

答

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

犬のフン放置への具体的な対策を
動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

102020 年２月１日　議会だより　みよし　No.175



わ
っ
て
い
な
い
時
期
に
出
し
て

く
る
話
で
は
な
い
の
で
は
。

答

警
察
か
ら
は
幹
線
５
号
線

と
17
号
線
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
路
線
の

解
除
が
出
来
な
い
と
ラ
イ
フ
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
令
和

２
年
５
月
に
新
路
線
の
運
行
を

開
始
し
た
い
と
い
う
担
当
課
の

意
向
も
あ
り
早
め
に
説
明
し
た
。

問

友
和
会
住
宅
西
端
の
路
地

を
入
っ
た
所
の
住
民
か
ら
、
今

回
の
住
宅
建
替
え
に
合
わ
せ
た

前
面
道
路
の
拡
幅
へ
の
協
力
を

町
に
申
し
出
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
道
路
幅
員
を
広
げ

る
べ
き
で
な
い
か
。

答

地
権
者
の
方
に
、
理
解
を

頂
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
し
っ

か
り
進
め
て
い
き
た
い
。

問

令
和
元
年
７
月
に
三
芳
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
よ
り
、
幹
線

19
号
線
の
安
全
の
強
化
、
Ｔ
字

路
部
分
の
安
全
対
策
の
要
望
が

提
出
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
、
対
策
を
し
た
の
か
。

答

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
啓
発
の

際
に
幹
線
19
号
線
の
状
況
も
確

認
し
た
。
周
辺
道
路
の
全
体
の

流
れ
、
代
替
え
の
通
学
路
は
な

い
か
、
道
路
拡
幅
や
歩
道
整
備

等
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
が
出
来

な
い
か
な
ど
の
確
認
を
す
る
。

ま
た
地
域
住
民
の
同
意
を
取
り

な
が
ら
、
交
通
規
制
を
行
う
な

ど
様
々
な
方
面
か
ら
の
検
証
が

必
要
な
の
で
検
討
し
た
い
。

問

今
回
の
幹
線
５
号
線
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
解
除
の
話
は
、

こ
の
要
望
に
対
し
逆
行
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
危
険
の
リ

ス
ク
が
大
き
く
な
る
の
が
分

か
っ
て
い
な
が
ら
、
こ
の
時
期

に
解
除
す
る
理
由
は
何
故
な
の

か
。　
　
　

答

通
学
す
る
児
童
の
安
全
の

確
保
を
考
え
る
と
、
段
階
を
踏

む
必
要
は
あ
る
が
、
幹
線
19
号

線
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置

に
向
け
進
め
て
い
き
た
い
。

問

幹
線
５
号
線
の
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
解
除
だ
が
、
歩
道
が

整
備
さ
れ
、
設
置
後
の
安
全
の

確
認
が
保
証
さ
れ
て
か
ら
解
除

の
話
を
出
す
べ
き
。
整
備
が
終

児童・生徒の安全を第一に考える
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

運
営
を
外
部
に
委
託
し
て

は
。答

現
段
階
で
は
検
討
し
て
い

な
い
。
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
多
様
化
等
の
課
題
を
整
理
す

る
中
で
、
解
決
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

幼
保
小
連
携
に
つ
い
て

問

幼
保
小
連
携
の
考
え
方

は
。答

子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の

連
続
性
を
視
野
に
入
れ
、
小
学

校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た

め
教
育
活
動
の
連
携
や
相
互
交

流
を
推
進
し
て
い
る
。

問

令
和
元
年
度
に
行
っ
た
相

互
交
流
の
内
容
は
。

答

連
絡
協
議
会
、
数
園
の
園

児
の
校
内
見
学
、
職
員
相
互
の

情
報
共
有
、
運
動
会
で
の
未
就

学
児
の
競
技
へ
の
参
加
が
あ

る
。

問

令
和
元
年
の
台
風
15
号
で

千
葉
県
内
の
送
電
線
の
鉄
塔
が

倒
壊
し
た
。
当
町
で
の
設
置
状

況
、
点
検
の
方
法
は
。

答

57
基
す
べ
て
が
一
般
的
な

四
角
鉄
塔
で
あ
る
。
指
定
公
共

機
関
で
あ
る
東
京
電
力
が
保
安

規
定
に
よ
り
、
年
１
回
の
点
検

と
日
頃
か
ら
の
巡
視
を
行
っ
て

お
り
、
事
故
の
防
止
に
努
め
て

い
る
。
不
都
合
が
あ
れ
ば
連
絡

が
入
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

問

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

事
業
所
等
と
の
連
携
体
制
は
。

答

し
っ
か
り
と
連
携
体
制
が

で
き
て
お
り
、
県
・
消
防
・
自

衛
隊
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
た

実
績
も
あ
る
。

学
童
保
育
室
に
つ
い
て

問

学
童
保
育
室
の
果
た
す
役

割
と
は
。

答

放
課
後
の
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
児
童
の
保
育

の
他
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と

い
う
役
割
を
果
た
す
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

問

短
時
間
預
か
り
等
新
た
な

利
用
料
金
の
設
定
や
、
延
長
利

用
制
度
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。答

受
益
者
負
担
の
原
則
を
踏

ま
え
て
、
開
室
の
利
用
時
間
を

変
更
す
る
際
に
改
め
て
検
討
す

る
。

安心して暮らせる町へ
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

通学路にある家屋の建
替の際の道路拡幅、町
の土地との換地を提案

スクールゾーンの見直
しに対し、安全対策の
必要性を提案

北松原第 3 公園脇の鉄塔
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者
支
援
・
見
守
り
に
努
め
る
。

町
民
の
使
い
易
い
施
設
を

問

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
中
に
、
施
設
ご
と
に
大
規
模

修
繕
を
し
た
場
合
の
試
算
が
あ

る
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
９
施

設
の
合
計
金
額
に
比
べ
、
藤
久

保
地
域
拠
点
施
設
を
複
合
化
施

設
と
し
て
更
新
し
た
場
合
は
、

大
幅
に
金
額
が
増
加
す
る
。
双

方
を
示
し
た
上
で
町
民
に
計
画

を
提
案
し
て
い
く
の
が
基
本
姿

勢
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

町
は
、
複
合
施
設
を
中
心

に
検
討
し
て
い
る
が
、
住
民
説

明
会
で
の
説
明
も
考
え
て
い

く
。問

将
来
に
及
ぶ
重
要
な
案
件

な
の
で
、
時
間
を
か
け
て
急
が

ず
慎
重
に
協
議
す
べ
き
で
は
。

答

大
事
な
計
画
な
の
で
丁
寧

に
住
民
説
明
会
等
を
し
て
い
き

た
い
。
計
画
通
り
に
進
め
て
い

る
が
計
画
は
あ
く
ま
で
も
計
画

な
の
で
住
民
と
の
合
意
形
成
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

問

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事

は
命
に
直
結
す
る
が
指
導
は
。

答

継
続
し
て
指
導
し
て
い

く
。問

訪
問
介
護
で
の
相
談
等
は

１
件
と
の
事
だ
が
20
年
の
間
に

１
件
は
不
自
然
。
報
告
の
義
務

を
し
っ
か
り
周
知
す
べ
き
で

は
。答

報
告
義
務
の
所
在
も
あ
り

検
討
も
必
要
だ
が
安
全
確
保
の

た
め
に
調
査
研
究
を
進
め
た

い
。問

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

認
知
症
の
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答

一
件
一
件
の
把
握
は
難
し

い
。
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。問

令
和
元
年
10
月
12
日
の
台

風
時
、
３
つ
の
公
民
館
が
自
主

避
難
所
と
な
っ
た
。
高
齢
者
等

か
ら
近
く
の
集
会
所
を
開
け
て

ほ
し
か
っ
た
と
の
声
が
あ
る

が
。答

建
物
の
構
造
を
考
え
公
民

館
に
し
た
。
区
長
と
の
連
携
を

図
り
集
会
所
の
開
設
も
考
え

る
。問

災
害
時
避
難
支
援
の
た
め

に
も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

把
握
は
必
要
で
は
。

答

今
後
も
諸
機
関
と
地
域
連

携
を
図
り
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

安全な介護サービスの取組みを
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問

町
職
員
の
い
じ
め
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
一
応
の

体
制
は
あ
る
が
、
小
中
学
校
の

教
員
の
体
制
は
。

答

「
三
芳
町
立
学
校
に
お
け

る
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
等
に
関
す
る
要
綱
」
等
を

定
め
校
長
会
に
よ
り
未
然
防
止

と
風
通
し
の
良
い
職
場
に
努
め

て
い
る
。
校
内
に
男
女
別
の
相

談
委
員
を
設
け
て
い
る
。

問

学
校
内
で
は
な
く
、
安
心

し
て
相
談
で
き
る
相
談
窓
口

は
。答

校
外
で
は
指
導
主
事
や
教

育
相
談
室
を
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
元
年
４
月
よ
り
埼

玉
県
教
育
委
員
会
総
務
課
内
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
が
開
設
さ
れ
た
。

問

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
積

極
的
に
防
止
す
る
為
に
も
町
職

員
や
教
員
向
け
の
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
条
例
」が
必
要
で
は
。

答

町
職
員
と
し
て
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
施
行
規
則

の
不
祥
事
件
の
項
目
に
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
の
で
現
状
必
要
な
い
。

答

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
要

綱
で
定
め
て
い
る
。

問

研
修
会
は
行
っ
て
い
る

か
。答

県
教
育
委
員
会
で
は
不
祥

事
根
絶
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

教職員のいじめ防止について

ム
を
提
示
し
勤
務
年
数
に
応
じ

た
研
修
、
又
は
倫
理
確
立
委
員

会
で
様
々
な
事
例
の
研
修
開

催
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

問

町
内
の
冠
水
危
険
箇
所

は
。答

住
宅
街
や
道
路
等
40
箇
所

あ
り
集
中
し
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
。問

土
の
う
の
要
請
は
ど
の
地

域
で
何
袋
要
請
が
あ
っ
た
か
。

答

上
富
３
１
４
袋
、
北
永
井

２
０
９
袋
、藤
久
保
３
７
２
袋
、

竹
間
沢
１
０
３
袋
、
み
よ
し
台

30
袋
。

問

使
用
後
の
土
の
う
を
引
き

取
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

な
る
べ
く
自
宅
で
保
管
し

て
貰
い
た
い
。

問

水
で
膨
ら
む
水
の
う
袋
を

取
り
入
れ
て
は
。

答

費
用
面
か
ら
考
え
る
と
や

は
り
町
は
土
の
う
を
使
用
。

動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

子育て支援センターと
藤久保児童館

水のうの活用
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学校給食を含む学校教育について

窓
口
業
務
に
つ
い
て

問

町
の
職
員
は
、
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
て
50
年
以
上
窓
口
業

務
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
民

間
に
委
託
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
よ
う
だ
が
や
め
る
べ
き

だ
。
情
報
の
漏
え
い
や
民
間
委

託
に
よ
っ
て
、
公
的
証
明
書
が

犯
罪
に
悪
用
さ
れ
た
り
す
れ

ば
、
当
然
町
が
賠
償
責
任
を
負

い
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
。
安
全

第
一
で
、
今
ま
で
通
り
職
員
で

行
う
べ
き
で
は
。

答

費
用
対
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
を
町
長
に
問
う

問

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答

富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市

と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問

学
校
給
食
の
実
際
に
食
べ

る
時
間
を
「
も
っ
と
ほ
し
い
」

「
ち
ょ
う
ど
良
い
」
等
と
い
っ

た
子
ど
も
の
声
を
5
年
前
か
ら

聞
い
て
き
た
。
令
和
２
年
４
月

か
ら
実
質
の
食
べ
る
時
間
を
25

分
間
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

答

学
校
と
相
談
す
る
。

問

不
登
校
問
題
解
決
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
川
崎
市
の

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
え
ん
」
を

視
察
研
修
し
て
は
ど
う
か
。

答

調
査
し
、
考
え
て
い
く
。

一
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
は
、
や
め
る
べ
き

問

教
員
の
長
時
間
労
働
を

強
い
る
一
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
は
や
め
る
べ
き
だ
。

平
成
28
年
の
国
の
教
員
勤
務

実
態
調
査
で
は
、
長
時
間
労

働
や
休
日
出
勤
の
恒
常
化
、

精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
や
過

労
死
が
後
を
た
た
な
い
と
の

こ
と
。
一
日
８
時
間
労
働
の

原
則
を
破
る
も
の
で
あ
り
、

過
労
死
を
増
や
す
同
制
度
は
、

や
め
る
べ
き
だ
。
県
へ
条
例

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
要
請

す
べ
き
で
は
。

答

国
・
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
適
正
に
判
断
を
し
た
い
。

動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

三
芳
町
の
公
園
に
つ
い
て

問

公
園
の
総
数
と
総
面
積

は
。答

63
箇
所
約
８
９
８
４
３

㎡
。問

遊
具
数
は
。

答

14
種
類
１
６
３
基
。

問

住
民
一
人
当
た
り
の
公
園

面
積
は
。

答

２・35
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

問

県
平
均
６
・
38
㎡
の
３
分
の

１
し
か
な
く
、
遊
具
の
数
も
非

常
に
少
な
い
。
住
民
が
望
む
公

園
を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
大

き
な
公
園
が
無
い
の
で
欲
し
い

と
の
要
望
が
多
い
。（
仮
称
）
令

和
の
森
公
園
を
数
年
掛
け
て
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
憩
え

る
よ
う
な
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
公
園
に
し
て
い
き
た
い
。

過
去
の
定
例
会
の
後
の
対

応
・
計
画
は

問

幹
線
15
号
線
は
。

答

幹
線
５
号
線
か
ら
西

２
７
０
ｍ
区
間
は
、
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
の
消
去
・
路
肩
へ
の
外

側
や
文
字
表
示
・
破
線
で
の
ハ

ン
プ
の
設
置
・
北
側
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
置
工
事
は
令
和
元

年
10
月
末
に
完
了
、
残
り
の
部

分
は
年
内
に
工
事
完
了
予
定
で

あ
る
。

問

台
風
19
号
等
の
通
過
に
際

し
て
環
境
課
と
し
て
、
役
場
近

く
の
有
価
物
収
集
業
者
に
、
指

導
・
対
策
は
し
た
の
か
。

答

10
月
17
日
に
県
と
合
同
で

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
積
み
上
げ
て

い
る
有
価
物
が
飛
散
し
な
い
よ

う
、
極
力
高
さ
を
抑
え
る
等
の

指
導
を
し
た
。

問

高
さ
が
低
く
な
っ
た
事
も

無
い
よ
う
だ
が
、
台
風
で
山
積

み
さ
れ
た
ア
ル
ミ
等
が
飛
散
し

た
ら
大
変
な
事
に
な
る
。
現
在

の
法
律
で
は
規
制
出
来
な
い

が
、『
綾
瀬
市
再
生
資
源
物
の
屋

外
保
管
に
関
す
る
条
例
』
を
参

考
に
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

町
で
も
同
様
に
懸
念
し
て

い
る
。
今
の
条
例
・
法
律
で
は

規
制
で
き
な
い
の
で
、
提
言
の

あ
っ
た
他
市
の
条
例
を
研
究
し

て
今
後
、
考
え
て
い
き
た
い
。

定例会後の対応と公園の現状
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

幹線 15 号線
「対応前」

幹線 15 号線
「対応後」
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全
に
通
行
で
き
る
道
路
の
延
伸

に
努
め
た
い
。

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
に
つ
い
て

問

ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
の
手
続
き
が
非
常
に
手
間

が
掛
か
る
。
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

答

ご
遺
族
の
方
が
困
ら
な
い

よ
う
親
切
丁
寧
に
対
応
し
て
い

る
。

放
射
線
副
読
本
に
つ
い
て

問

全
国
の
学
校
で
配
布
さ
れ

て
い
る
「
放
射
線
副
読
本
」
の

内
容
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
。答

内
容
に
つ
い
て
は
各
学

校
、
問
題
無
い
と
い
う
報
告
で

あ
る
。

問

本
町
職
員
の
障
が
い
者
雇

用
率
は
以
前
２
・
57
％
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在
法
定
雇

用
率
２・
５
％
を
満
た
し
て
い

る
か
。

答

令
和
元
年
６
月
１
日
現
在

２
・
65
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

令
和
３
年
度
か
ら
は
２
・

６
％
が
求
め
ら
れ
る
が
。

答

令
和
２
年
度
か
ら
障
が
い

者
雇
用
の
計
画
等
を
定
め
て
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

重
度
障
が
い
者
の
自
宅
就

労
支
援
制
度
を
設
け
て
は
。

答

重
度
障
が
い
の
方
に
対
し

て
も
就
労
の
機
会
を
与
え
て
い

く
こ
と
が
共
生
社
会
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

障
が
い
児
も
一
緒
に
遊
べ

る
よ
う
な
公
園
が
都
内
な
ど
で

造
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
本
町
で
も

必
要
で
は
。

答

段
々
社
会
は
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

災
害
時
に
備
え
て
医
療
的

ケ
ア
児
・
者
へ
の
自
家
発
電
機

購
入
補
助
を
考
え
て
は
。

答

使
用
環
境
や
機
能
、
代
替

機
器
な
ど
の
研
究
と
利
用
者
の

声
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

障
が
い
者
が
車
い
す
で
通

行
で
き
る
道
路
と
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
。

答

車
い
す
利
用
者
が
安
心
安

障がい者との共生社会の構築を本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

「
あ
お
り
運
転
」
に
対
す
る
厳
罰

化
と
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
常
磐
自
動
車
道
で
、
男
性
が
執
拗
な�

あ
お
り
運
転
を
う
け
た
上
、
顔
を
殴
ら

れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

意

見

書

表紙写真の
ご紹介
　令和元年 11月 30 日に三
芳町役場 7階の議場で４回
目の子ども議会が開催され
ました。
　今回のテーマは「みんなで
考えよう　三芳町の未来」。
　三芳東中学校 2年生の祝
田莉歩議長の進行のもと、
町内各小中学校から選ばれ
た議員が「障がい者や高齢
者に対する福祉」「町の公園」
「保育士の労働環境」「図書
館」などについて質問しま
した。
　三芳町の未来を担ってい
く子どもたちからの質問や
意見を生かし、みんなが安
心して勉学に取り組めるよう、町をさらに住みやすくしていく責任が大人に
はあります。
　私たち議員も三芳町発展のため、より一層の努力をしていかなくてはなら
ない、と感じた一日でした。

障がい児も遊べる公園

　
今
、
極
め
て
悪
質
・
危
険
な
運
転
に

対
し
て
厳
正
な
る
対
処
を
望
む
声
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
社
会
問
題
化
し
て
い
る�

あ
お
り
運

転
の
根
絶
に
向
け
、
安
全
・
安
心
な
交

通
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
早
急
な
る

法
整
備
を
求
め
る
。

提
出
先　
国
関
係
機
関
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令和元年第 6 回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

林　
　
善
美

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

報告
専決処分事項の報告について（成年被後見人等の権利の制限に係る
措置の適正化等を図るための関係条例の整理に関する条例） 報告のみ

専決処分事項の報告について（不正競争防止法等の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例） 報告のみ

条例
三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○

三芳町水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○
富士塚土地区画整理事業の換地処分による公の施設の地番変更に伴
う関係条例の整備に関する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○

三芳町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

その他の議案
財産の貸付けについて 原案可決 議長○○×○×○○○○○○○○○

指定管理者の指定について（文化会館） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

指定管理者の指定について（体育施設） 原案可決 議長○○○○×○○○○○○○○○

三芳町道路線の認定について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意として
答申

議
長○○○○○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意として
答申

議
長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町下水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町一般会計補正予算（第 5 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

計画
三芳町第 5 次総合計画後期基本計画について 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○

三芳町都市計画マスタープランについて 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○

陳情・要望
陳情書（1. 空き家対策の推進に関する件、2. 市町村公的審議会等委
員への公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会会員の登用に関する
件、3. 都市計画・建築基準法に基づく制限の見直しの件）

配布のみ

意見書
「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書
について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

地球温暖化防止対策の強化を求める意見書について 否決 議
長××××○○○×××××○○

人や生態系への影響が懸念されるネオニコチノイド系農薬の調査・
研究と規制を求める意見書について 否決 議

長××××○○○×××××××

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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委員会活動報告

　日程　令和元年 11月 11日～ 12日
11 日
　視察先　　埼玉県吉川市立美南小学校
　視察目的　公共施設・学校の複合化について
12 日
　視察先　　長野県安曇野市
　　　　　　長野県塩尻市
　視察目的　公共交通について
　　　　　　公共施設の複合化について

初日に視察した「吉川市立美南小学校」は、
市内の区画整理事業に伴う新駅設置や周辺の大
規模住宅開発による人口の増加に伴い新しく建
設された小学校です。子育て支援センターや公
民館施設と複合化することで、子供たちが就学
前から小学校に馴染みが出る、高齢者と児童が
交流をはかれる地域コミュニティの場として社
会性の向上につながるといった効果が出ている
とのことでした。
また、プールを屋上に建設することで敷地の
有効利用だけでなく、災害時にはプールにた
まった水を活用するなどの対策も考えられた造
りとなっています。セキュリティに関しては防
犯カメラのみの対応でしたが、三芳町が現在検
討している複合施設には民間の施設を入れる計
画もあることから、複合施設内の往来を出来な
くするとか、セキュリティ面の強化が必要と感
じられました。

2日目の、長野県安曇野市の新公共交通シス
テム「あづみん」の特徴として、時間帯により
運行形態を変えている点が挙げられます。利用
者が多い朝、夕の時間帯は定時定路線としてコ
ミュニティバス、利用者の比較的少ない時間帯
はデマンド運行させることで、公共交通に対し
ての市民の不満を解消しています。
また乗車定員 10人程度の小さい車両で運行
することで、市内のどこへでも送り届けられる、
ドア to ドアの送迎を可能にしています。他の
利用者との乗合場所などを含めたルート設定
は、オペレーターの技量で丁寧な案内が出来て
いることで、利用者の不安の解消、安心して利
用できる仕組みを構築していました。

2日目、2か所目の長野県塩尻市「えんぱー
く」は、建設にあたり「中心市街地の活性化」「市
立図書館の在り方」をテーマに掲げ、郊外型
ショッピングセンターの建設や、駅の移転等で
賑わいをなくした商店街の活性化を取り戻すた
め、また図書館の利便性の向上を目的として建
設されました。
空間をコンセプトに造られ、多くの会議室や
壁をフリースペースとして貸出しています。

総務常任委員会
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当委員会は、10 月 18 日、今年度トイレ洋
式化の工事が終了した唐沢小学校の新トイレ
と、竹間沢の歴史民俗資料館近くにある文化財
が収蔵されている倉庫を視察しました。
唐沢小学校の新しく設置された洋式・乾式床
のトイレは、明るくきれいで、子供たちにも大
変喜ばれていることを確認しました。委員から
は、改修工事の細かい部分への指摘や、掃除の
方法、いつまでもきれいに使っていただきたい
等の意見がありました。当委員会としては、町
内全小中学校のトイレ洋式化改修工事を早急に
進めるよう町に対し要望しました。
文化財収蔵庫では、保管されている文化財の
量が思った以上に多いなか、丁寧に収蔵・管理
されていることを確認しました。委員からは、
倉庫賃借料として年間 336 万円がこれまで 9
年間支払われていることで、経費の面や収蔵文
化財の活用、今後の収蔵場所について意見があ
りました。当委員会としては、文化財の保管に
ついて、今後の保管場所や経常経費について、
町に考慮いただくよう要望しました。
11月 5日、6日に県外への所管事務調査を
実施しました。11月 5日には、長野県松本市
の地区福祉ひろば事業について、6日には、東
京都荒川区の図書館等の複合施設「ゆいの森あ
らかわ」を視察しました。
松本市の地区福祉ひろば事業とは、地域を単
位としたコミュニティの場として各地域に 36
の地区福祉ひろばが設置され、高齢者だけでな
く全世代が出会い・活動できる場として、松本
市の福祉向上や健康寿命延伸のための事業が行
われています。運営の主体は、地区福祉ひろば
事業推進協議会で、町会長や民生児童委員、子

供会育成会、高齢者クラブ、ボランティアで構
成され、市の福祉計画課担当者なども関わり、
市が委嘱した非常勤職員のコーディネーターが
各ひろばの運営に携わっています。三芳町では、
14行政区に地区社会福祉協議会が立ち上がり
つつあり、今後福祉や活動の場として期待する
ものではありますが、地域住民への認知度や行
政区への加入世帯減少など、さまざま課題も多
いです。三芳町の住民が生き生きと暮らせる仕
組みづくりとして、松本市の「地区福祉ひろば」
事業は大変参考になりました。
東京都荒川区の複合施設「ゆいの森あらかわ」

は、荒川区の図書館、作家・吉村昭記念文学館、
そして子供広場の 3つの機能を備えた新しい融
合施設で、運営は荒川区が直営で行っています。
3つの施設が、壁などで仕切られず、飲食や
会話も可能な場所や静寂を望む方々には学習室
等があり、気軽に集える場所として区民に大変
喜ばれる施設となっています。
本町では藤久保地域拠点施設は複合化でとの
方向性が示されていますが「ゆいの森あらかわ」
のように同種同様の事業で複合化するのは相乗
効果が得られる可能性も高く効果的ですが、財
政面や運営形態など解決されなければならない
課題も多いです。「ゆいの森あらかわ」の施設
概要・運営方法等参考になりました。

厚生文教常任委員会
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「用語が難しくてわかりづらい」
「レイアウトが見づらい」といった、

読みにくい議会だより

議会だよりモニターの
ご意見ご提案を参考に

皆さんに愛される
議会だよりに♪

議会だよりモニター
を募集します

募 集 概 要
　三芳町議会が発行する「議会だより」の企画及び編集等について、町民の方から意見や要望を
聴取することにより、記事内容の充実を図ることを目的として議会だよりモニターを募集します。

◦議会だより及び議会の広報・広聴活動等に
ついての意見交換。
◦アンケート調査等への協力。（年４回）
◦モニター会議への出席。（年３回程度）

モニターの内容

町内に在住、在勤、在学し、議会が行う広報・
広聴活動に深い関心を持ち、公正な社会的見
識を有する 18 歳以上の方。

モニター応募の要件

8 名
定　員

令和３年３月 31日まで
任　期

三芳町議会ウェブサイト及び議会事務局にあ
る応募用紙にご記入の上、議会事務局にお持
ちいただくか、電子メールまたは FAXでご
応募ください。
なお、応募の締め切りは令和２年３月 31 日
( 火 )です。

議会事務局
TEL：049-258-0019　内（601）
FAX：049-274-1057
Mail：gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

応募方法
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傍 聴 席 から
12 月定例会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

防
災
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
と

聞
き
、
大
変
興
味
が
あ
り
傍
聴
に

来
ま
し
た
。
防
災
無
線
に
つ
い
て

“
う
る
さ
い
”
と
か
“
長
い
”
と
い

う
人
が
い
る
こ
と
は
、
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
大
切
な
情
報
な
の
で
聞

く
側
の
体
制
も
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

私
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
入
手
し

て
い
ま
す
が
、
私
の
周
り
で
も
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
わ
な
い
方
も
い
る
の
で
、

電
話
で
内
容
が
確
認
で
き
、
通
話

料
無
料
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
ぜ
ひ
町
全
体
に
周
知
し
て
ほ

し
い
で
す
。
特
に
通
話
料
無
料
も

絶
対
に
一
緒
に
伝
え
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
わ
が
家
も
猫
が

い
ま
す
。
い
ざ
避
難
と
考
え
る
と

現
段
階
で
は
多
少
危
な
く
て
も
家

に
と
ど
ま
る
こ
と
を
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。
な
る
べ
く
早
く
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

傍
聴
す
る
の
は
何
年
前
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
町
民
と
し
て
は
、

こ
れ
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

藤
久
保
再
開
発
は
、
答
弁
で
は

納
得
し
が
た
い
。
計
画
の
概
要
は

住
民
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

一
部
で
は
、
既
に
具
体
的
な
施
設

の
話
が
地
元
で
は
漏
れ
て
い
る
。

非
常
に
不
信
感
が
あ
る
。
60
億
の

試
算
の
根
拠
が
不
明
確
（
具
体
案

が
な
け
れ
ば
試
算
は
で
き
な
い
）。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

未
来
に
向
け
た
考
え
の
議
会
会

議
で
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基
本
構

想
に
関
し
て
の
質
問
に
対
し
、
今

後
検
討
す
る
と
い
う
回
答
を
し
て

い
る
が
、期
間
的
に（
2
0
2
0
年
）

時
間
が
な
い
状
況
で
町
民
の
理
解

等
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思

う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

台
風
時
の
避
難
に
つ
い
て
は
各

自
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
判
断

が
遅
れ
る
事
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

早
め
の
集
団
避
難
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
自
治
安
心
課
と
福
祉
課
で
検
討

頂
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

障
が
い
者
雇
用
に
関
し
て
町
が

努
力
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
事

を
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
障
が
い
の
人
が
ど
の

よ
う
な
仕
事
で
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
あ
る
の
か
も
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
他
自
治
体
の
見
本
と
な
る
町

に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介

し
ま
し
た
。

議 会 活 動 日 誌
２９日～１２月１７日
　　　　令和元年第６回三芳町議会定例会
２９日　議会広報広聴常任委員会
12 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　６日　総務常任委員会
１２日　厚生文教常任委員会
１６日　議会運営委員会
１７日　議会運営委員会
１９日　議会広報広聴常任委員会
２０日　令和元年第２回入間東部地区
　　　　事務組合臨時会
２７日　議会広報広聴常任委員会
1 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１４日　総務常任委員会
１５日　議会運営委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会
２１日　全員協議会

11 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５日・６日　厚生文教常任委員会所管事務調査
　７日　滋賀県彦根市議会
　　　　企画総務消防常任委員会�視察来庁
１１日・１２日　総務常任委員会所管事務調査
１３日　和歌山県海南市議会
　　　　建設経済委員会�視察来庁
１４日　高知県高幡町村議会議長会�視察来庁
　　　　沖縄県中部地区議長会�視察来庁
１５日　議会広報広聴常任委員会
１９日　全員協議会
　　　　厚生文教常任委員会
２０日　北海道鹿追町議会�総務常任委員会
　　　　視察来庁
２２日　議会運営委員会
　　　　群馬県大泉町議会�議会改革特別委員会
　　　　視察来庁
２５日　総務常任委員会

日　程 人数

本
会
議

１１月２９日　議案審議 1

１２月　２日　一般質問 19

１２月　３日　一般質問 41

１２月　６日　一般質問 5

１２月１７日　議案審議 2

委
員
会

１２月　６日 （全協） 2

１２月　９日 （特別） 3

１２月１０日 （特別） 3

１２月１２日 （厚生） 1

１２月１６日 （議運） 1

１２月１７日 （特別） 4

12月定例会の傍聴者数

※傍聴が無かった委員会は掲載しておりません。
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12
月
定
例
会
で
は
、
第
５
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
及
び

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
の
議
案
審
査
の
た
め
に
、
特
別
委
員

会
が
設
け
ら
れ
、
最
終
日
に
は
議
案
の
撤
回
、

再
上
程
な
ど
も
あ
り
、
終
了
時
間
が
22
時
半

を
過
ぎ
る
と
い
う
、
期
間
も
時
間
も
長
い
定

例
会
と
な
り
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
に
は
旧
清
掃
工
場
跡
地

の
賃
貸
借
や
総
合
体
育
館
と
コ
ピ
ス
み
よ
し

の
指
定
管
理
者
の
決
定
、
一
般
会
計
の
補
正

予
算
の
他
、
国
民
健
康
保
険
税
の
上
限
引
き

上
げ
、
一
般
職
員
や
町
長
を
始
め
と
し
た
特

別
職
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
生
活
に
関
わ
る
議
案
を
審
議
す
る

議
会
の
様
子
を
、
こ
れ
か
ら
も
分
か
り
易
く

「
議
会
だ
よ
り
」
で
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
委
員　
吉
村

委��

員��

長　
鈴　
木　
　
　
淳

副
委
員
長　
本　
名　
　
　
洋

委　
　
員　
吉　
村　
美
津
子

委　
　
員　
小　
松　
伸　
介

委　
　
員　
細　
田　
三　
恵

委　
　
員　
林　
　
　
善　
美

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
落　
合　
信　
夫
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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議
会
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み
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号

（日）3 月 1 日
開会の予定です

皆様の傍聴を
お待ちしております

三芳町議会 中継ページ
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/
gikai/gikai-chukei.html

次の議会定例会は ▶議会の動画を
　配信しています。

https://www.facebook.com/miyoshimachigikai

議員の一般質問等の動画をインターネット動画配
信サイトYouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み込む
か、下記ＵＲＬにアクセスしてください。

議員と話してみませんか ?
ふれあい座談会（議会報告会）を

開催します。

4 月 25日（土）�午前 10時～　藤久保公民館
4月 26日（日）�午前10時～　竹間沢公民館　
� 午後��2 時～　中央公民館

※前回の様子は 2～ 3ページに掲載しています。

開催日時・場所

三芳町のことについて、日ごろ感じている疑問やご
意見をぜひ私たちに聞かせてください。
どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。


